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環
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二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

や
メ
タ
ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
気
中
濃
度
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

表
付
近
の
気
温
が
上
昇
し
て
い
く
現
象
が
「
地
球
温
暖
化
」
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
問
題
を
解
決
に
導

く
た
め
に
、
そ
の
原
因
物
質
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
観
測
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
の
総
合
科
学

技
術
会
議
で
も
、
「
地
球
観
測
の
推
進
戦
略
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
わ
が
国
の
独
自
性
の
確
保
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
、
地
球
観
測
体
制
の
連
携
の
強
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
世
界
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
挙
動
を
観
測
・
把
握
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
関
連
す
る
技
術
や
工
夫
を
紹
介
す
る
。

地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化
に
対
応
す
る
た
め
の
観
測
研
究
と
日
本
の
技
術

世界の温室効果ガス挙動を把握
世
界
の
地
球
温
暖
化
の
現
状
と
観
測
体
制

わ
が
国
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
お
よ
び
京
都
議
定
書
の
達
成
見
通
し

国
立
環
境
研
究
所
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
観
測
研
究

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月３０日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）
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表　日本の温室効果ガスの排出量の推移

◆
世
界
の
気
温
の
変
化

　
気
象
庁
が
発
表
し
て
い
る

世
界
の
年
平
均
気
温
偏
差
の

推
移
を
見
る
と
、
こ
こ
１
０

０
年
の
間
に
世
界
の
平
均
気

温
は
約
０
・

度
Ｃ
上
昇
し

て
い
る
。
２
０
１
２
年
の
世

界
の
年
平
均
気
温
は
、
１
８

９
１
年
の
統
計
開
始
以
降
で

８
番
目
に
高
く
、
１
９
９
０

年
代
後
半
に
は
高
温
の
年
が

多
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇

が
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に

よ
る
地
球
温
暖
化
の
影
響
か

ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
行
わ
れ

て
き
た
。
国
連
が
設
立
し
た

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

は
、

「

世
紀
半
ば
以
降
に
観
測

さ
れ
た
世
界
平
均
気
温
の
上

昇
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
為
起

源
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
の

観
測
さ
れ
た
増
加
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
非

常
に
高
い
」
と
報
告
し
て
い

る
。

◆
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
観
測
の
開
始

　
１
９
５
８
年
よ
り
、
ハ
ワ

イ
の
マ
ウ
ナ
ロ
ア
で
キ
ー
リ

ン
グ
博
士
が
Ｃ
Ｏ
２
の
濃
度

観
測
を
開
始
し
た
。
そ
の
後

の
連
続
観
測
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
の
時
系
列

変
化
は
「
キ
ー
リ
ン
グ
曲

線

図
１

と
呼
ば
れ
て
い

る
。こ
れ
は
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ

２
濃
度
の
上
昇
を
世
界
に
示

す
デ
ー
タ
で
あ
り
、
地
球
温

暖
化
研
究
の
礎
と
な
っ
て
い

る
。

　
国
立
環
境
研
究
所
で
は

年
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
の
観
測

を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
は

図
１
に
示
す
と
お
り
、
類
似

し
た
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て
い

る
が
、
濃
度
の
変
動
幅
に
つ

い
て
は
地
域
の
特
色
が
見
て

取
れ
る
。
濃
度
は
北
半
球
で

は
冬
場
に
高
く
、
夏
場
に
低

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
主

と
し
て
植
物
の
光
合
成
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
の
影
響
で

あ
る
。

◆
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
観

測
体
制

　
世
界
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
観
測
局
の
分
布
を
見
る

と
、
世
界
各
地
で
観
測
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
、

ア
ジ
ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
に
は

観
測
の
空
白
域
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
空
白
域
を
い
か
に

し
て
埋
め
る
か
が
、
地
球
全

体
の
炭
素
循
環
を
知
る
た
め

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

く
る
。

図２　日本の温室効果ガスの排出量の推移と京都議定書基準年との比較

※
１
　
各
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
に
地
球
温
暖
化
係
数

Ｇ
Ｗ
Ｐ

を
乗
じ
、
Ｃ
Ｏ

２
換
算
し
て
合
算
し
た
量

※
２
　
政
府
が
取
得
し
た
総

契
約
料

約
９
７
５
０
万

、

年
度
末
現
在

と
民

間
事
業
者
が
取
得
し
た
量
が

含
ま
れ
て
い
る
。

観
測
装
置
を
搭
載
し

た
日
本
航
空
の
国
際

線
旅
客
機
Ｂ
―
７
７

７
日
本
航
空
提
供

▲

◆
世
界
初
、
人
工
衛
星
に
よ

る
温
室
効
果
ガ
ス
を
主
目
的

と
し
た
観
測

　
気
象
観
測
を
目
的
と
す
る

人
工
衛
星
は
世
界
各
国
で
数

多
く
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
観
測

を
主
な
目
的
と
し
た
人
工
衛

星
は
な
か
っ
た
。
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｔ

温
室
効
果
ガ
ス
観
測
技

術
衛
星
、
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｈ
ｏ

ｕ
ｓ
ｅ
　
ｇ
ａ
ｓ
ｅ
ｓ
　
Ｏ

ｂ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
Ａ

Ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
、愛
称
い

ぶ
き

は
、主
要
な
温
室
効

果
ガ
ス
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
と
メ

タ
ン
の
濃
度
を
長
期
に
宇
宙

か
ら
観
測
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
世
界
初
の
衛
星
。

年

１
月

日
に
打
ち
上
げ
が
成

功
し
、
現
在
も
順
調
に
観
測

を
続
け
て
い
る
。

　
い
ぶ
き
に
搭
載
さ
れ
た

セ
ン
サ
ー
は
、
地
上
６
６
６

の
高
さ
か
ら
大
気
中
の

Ｃ
Ｏ
２
の
濃
度

約
４
０
０

ｐ
ｐ
ｍ
ｖ
程
度
。
ｐ
ｐ
ｍ
ｖ

は
体
積
で
１
０
０
万
分
の

１

を
１
％
の
目
標
精
度
以

内
で
測
定
で
き
る
能
力
を
持

っ
て
い
る
。こ
れ
は
例
え
ば
、

大
気
を
お
風
呂
の
水
と
考
え

た
場
合
、
お
湯
を
張
っ
た
お

風
呂
約
２
０
０

に
入
っ

た

程
度
の
別
の
液
体

Ｃ
Ｏ
２
の
た
と
え
の
量
を

誤
差

滴
の
範
囲
内
で
言
い

当
て
る
こ
と
に
相
当
す
る
。

宇
宙
か
ら
こ
ん
な
に
か
す
か

な
違
い
を
観
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
は
す
ご
い
技
術
だ

と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
「
い
ぶ
き
」
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
膨
大
な
観
測
デ
ー
タ

を
解
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
Ｃ
Ｏ
２
と
メ
タ
ン
の
全

球
分
布
や
、
こ
れ
ら
が
地
球

上
の
ど
の
地
域
で
排
出
・
吸

収
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
地
理
的
分
布
と
そ
の
季

節
変
動
、
年
々
変
動
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は

地
球
温
暖
化
の
原
因

物
質
の
挙
動
に
関
す

る
科
学
的
な
理
解
を

深
め
る
の
に
役
立

ち
、
将
来
の
気
候
変

化
予
測
の
高
度
化
や

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
施

策
な
ど
の
温
暖
化
対

策
に
係
る
基
礎
情
報

と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　
な
お
、
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
環
境
省

Ｍ
Ｏ
Ｅ
、国
立
環
境
研
究

所

Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
、宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

が
共
同
で
推
進
し
て
い
る
。

◆
世
界
初
の
民
間
国
際
線
旅

客
機
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
定
常
観
測

　

年
、
国
立
環
境
研
究
所

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
日
本
航

空
の
国
際
線
定
期
航
空
機
に

Ｃ
Ｏ
２
濃
度
測
定
装
置

Ｃ

Ｍ
Ｅ

お
よ
び
自
動
大
気
サ

ン
プ
リ
ン
グ
装
置

Ａ
Ｓ

Ｅ

を
搭
載
し
て
定
期
観
測

を
行
う
世
界
初
の
試
み

Ｃ

Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
成
功
し
た
。飛
行
中

に
連
続
し
て
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
の

観
測
が
で
き
る
た
め
、
観
測

頻
度
や
領
域
が
飛
躍
的
に
向

上
拡
大
し
、大
陸
別
の
Ｃ
Ｏ

２
吸
収
・
放
出
量
の
推
定
精

度
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
。

ま
た
、
航
空
機
の
上
昇
・
下

降
時
に
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
の
鉛
直

分
布
を
測
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
・
放

出
を
知
る
有
力
な
手
が
か
り

と
な
る
。
Ｃ
Ｍ
Ｅ
は
搭
載

後
、
１
―
２
カ
月
の
間
は
ほ

ぼ
毎
日
自
動
観
測
で
き
、
こ

れ
ま
で
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で

の
観
測
頻
度
に
比
べ
て
飛
躍

的
に
進
歩
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
に
搭
載
さ
れ

た
Ａ
Ｓ
Ｅ
は
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
だ

け
で
は
な
く
多
成
分
の
分
析

が
可
能
で
、
こ
れ
ら
の
緯
度

分
布
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
は
温
室

効
果
ガ
ス
の
航
空
機
観
測
分

野
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
、
得

ら
れ
た
緯
度
別
の
長
期
観
測

デ
ー
タ
は
世
界
の
研
究
者
に

大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
観
測
域
は
日
本
航
空
が
国

際
線
の
運
行
を
行
う
欧
州
、

北
米
、
中
米
、
ハ
ワ
イ
、
東

ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
豪

州
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
特

に
ア
ジ
ア
域
は
世
界
の
中
で

も
観
測
の
「
空
白
域
」
と
さ

れ
、
地
上
観
測
も
少
な
い
た

め
、
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
の
鉛
直
分

布
ま
で
得
ら
れ
る
こ
と
は
画

期
的
な
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
実

績
が
評
価
さ
れ
、
チ
ー
ム
の

構
成
員
で
あ
る
日
本
航
空
、

ジ
ャ
ム
コ
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
、

国
立
環
境
研
究
所
、
気
象
研

究
所
は
、
日
立
環
境
財
団
と

日
刊
工
業
新
聞
社
に
よ
る

「
環
境
賞
」
の
環
境
大
臣
賞

・
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

京
都
議
定
書
の
約
束
は
守
れ

そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
１
９
９
０
―
２
０
１
１
年

度
ま
で
の
日
本
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
の
推
移
を
表

に
示
し
た
。

年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
総
排
出
量

※

１

は

億
８
０
０
万

Ｃ
Ｏ
２

換
算
、
以
下
省

略

で
あ
り
、
京
都
議
定
書

の
基
準
年
排
出
量

億
６

１
０
０
万

を
３
・
７
％

上
回
っ
た
。
基
準
年
排
出
量

を
上
回
っ
た
の
は

年
度
以

来
、
３
年
ぶ
り
。
ま
た
、

年
度
は

年
度
に
比
べ
て
４

・
０
％

５
０
３
０
万

増
加
し
、
２
年
連
続
の
増
加

と
な
っ
た
。
前
年
度
か
ら
の

排
出
量
増
加
の
要
因
と
し
て

は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

な
ど
に
よ
り
製
造
業
の
生
産

量
が
減
少
す
る
一
方
、
火
力

発
電
の
増
加
に
よ
る
化
石
燃

料
消
費
量
の
増
大
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
森
林
吸
収
量
の
目
標

年

４
７
７
０
万

、
基
準
年
比

３
・
８
％
分
に
相
当

と
京

都
メ
カ
ニ
ズ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト

※
２

を
加
味
す
る
と
、

京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間

の
４
年
平
均

２
０
０
８
―

２
０
１
１
年
度

は
基
準
年

比

９
・
２
％
と
な
る

図

２

。
２
０
０
８
―
２
０
１

２
年
度
の
５
年
の
平
均
値
が

わ
が
国
の
目
標
値
で
あ
る

６
％
を
下
回
っ
て
い
れ
ば
目

標
達
成
と
な
る
。
前
述
の

９
・
２
％
と
い
う
数
値
は
確

定
し
た
も
の
で
は
な
く
、

年
度
の
排
出
量
は
現
時
点
で

は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

結
果
か
ら
京
都
議
定
書
第
一

約
束
期
間
の
目
標
は
お
お
よ

そ
達
成
で
き
る
見
通
し
と
な

っ
て
い
る
。


